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新たなＰＣＲ検査機器が導入されました。
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  令和２年度江別市一般会計補正予算（第８号）により、新たなPCR検査機器が導入されました。これまでのおよそ
2倍の検査能力が見込まれることから、高齢者福祉施設職員等の検査について、速やかに行うことができるように
なりました。
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 第１回定例会は２月25日から３月24日まで28日間の

会期で開かれました。新年度各会計予算をはじめ、市議会

会議規則の一部改正などの議案26件、意見書案１件、報

告７件を議了しました。

 主な議案の内容についてお知らせします。

令和３年

第 １ 回

定 例 会

◎
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正

 

会
議
の
欠
席
事
由
や
、
出
産
に
よ
る

欠
席
期
間
を
明
文
化
す
る
ほ
か
、
請
願

書
を
提
出
す
る
際
に
、
請
願
者
が
記
名

押
印
と
署
名
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
す

る
な
ど
、
必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
で
、

本
議
案
は
、
全
員
一
致
に
よ
り
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
交
通
安
全
対
策
会
議
条
例
の
一
部
改

正

 

市
民
参
加
条
例
に
基
づ
き
、
会
議
に

公
募
に
よ
る
委
員
を
加
え
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
必
要
な
改
正
を
行
う
も
の

で
、
本
議
案
は
、
全
員
一
致
に
よ
り
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正

 

国
の
基
準
省
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

急
速
充
電
設
備
に
係
る
全
出
力
の
上
限

を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、急
速
充
電
設
備

を
設
置
す
る
場
合
の
安
全
対
策
や
届
出

義
務
を
定
め
る
な
ど
、
必
要
な
改
正
を

行
う
も
の
で
、
本
議
案
は
、
全
員
一
致
に

よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
花
き
・
野
菜
栽
培
技
術
指
導
セ
ン
タ

ー
条
例
の
一
部
改
正

 

花
き
・
野
菜
栽
培
技
術
指
導
セ
ン
タ

ー
の
栽
培
棟
を
株
式
会
社
フ
ラ
ワ
ー
テ

ク
ニ
カ
え
べ
つ
に
移
管
す
る
こ
と
に
よ
り
、

効
果
的
な
施
設
整
備
や
、
生
産
体
制
の

強
化
を
図
り
、
野
菜
苗
な
ど
の
さ
ら
な

る
安
定
生
産
を
図
る
た
め
、
必
要
な
改

正
を
行
う
も
の
で
、
本
議
案
は
、
全
員
一

致
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

◎
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
等
を
定
め
る
条
例
等
の
一
部
改

正

 

国
の
基
準
省
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

感
染
症
や
災
害
へ
の
対
応
力
強
化
の
ほ

か
、
無
資
格
者
へ
の
認
知
症
介
護
基
礎

研
修
の
受
講
義
務
付
け
や
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
人
員
配
置
基
準
の
見
直
し
な
ど

が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
関
係
す
る
四
つ

の
条
例
に
つ
い
て
、
必
要
な
改
正
を
行
う

も
の
で
、
本
議
案
は
、
全
員
一
致
に
よ
り

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
財
産
の
無
償
貸
付

 

北
海
道
林
木
育
種
場
旧
庁
舎
の
保
存

及
び
利
活
用
を
図
る
た
め
、
同
庁
舎
の

土
地
と
建
物
を
民
間
事
業
者
へ
無
償
で

貸
し
付
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
本
議
案

は
、
全
員
一
致
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
市
道
路
線
の
認
定
及
び
廃
止

 

一
般
国
道
275
号
の
道
路
整
備
事
業
に

伴
い
、
新
た
に
３
路
線
を
認
定
す
る
ほ
か
、

同
事
業
の
路
線
再
編
に
よ
り
２
路
線
を

廃
止
す
る
も
の
で
、
本
議
案
は
、
全
員
一

致
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

◎
令
和
３
年
度
各
会
計
予
算

 

一
般
会
計
の
ほ
か
、
４
特
別
会
計
と

３
企
業
会
計
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
経
過
等
は
、
４
、
５
ペ
ー
ジ
を
御
覧

く
だ
さ
い
。

条　

例　

等

一 

般 

議 

案

予　
　

算
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◎
一
般
会
計
補
正
予
算

 

高
齢
者
福
祉
施
設
の
職
員
等
に
対
す

る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
な
ど
の
実
施
に
要
す
る

経
費
の
ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
に
要
す
る
経
費
の
措
置

な
ど
に
よ
り
、
16

億
９
千
636
万
９
千
円

を
増
額
し
、
予
算
総
額
は
、
615
億
９
千
844

万
１
千
円
に
な
る
も
の
で
、
本
議
案
は
、

全
員
一
致
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

◎
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算

 

保
険
料
負
担
金
の
決
算
見
込
み
に
よ

り
、
８
千
967
万
９
千
円
を
増
額
し
、
予
算

総
額
は
、
19

億
１
千
814

万
１
千
円
に
な

る
も
の
で
、
本
議
案
は
、
全
員
一
致
に
よ

り
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

 

介
護
保
険
料
の
余
剰
分
の
基
金
へ
の

積
立
て
に
よ
り
、
２
千
462
万
７
千
円
を

増
額
し
、
予
算
総
額
は
、
107
億
３
千
561
万

４
千
円
に
な
る
も
の
で
、
本
議
案
は
、
全

員
一
致
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

◎
基
本
財
産
基
金
運
用
特
別
会
計
補
正

予
算

 

基
本
財
産
基
金
へ
の
積
立
金
の
決
算

見
込
み
な
ど
に
よ
り
、
109

万
円
を
増
額

し
、
予
算
総
額
は
、
１
億
２
千
409

万
円
に

な
る
も
の
で
、
本
議
案
は
、
全
員
一
致
に

よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
水
道
事
業
及
び
下
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算

 

事
業
費
の
確
定
や
決
算
見
込
み
な
ど

に
よ
り
、
水
道
事
業
は
５
千
721
万
円
を
、

下
水
道
事
業
は
１
億
５
千
267
万
２
千
円

を
減
額
す
る
も
の
で
、
こ
れ
ら
の
議
案
は
、

全
員
一
致
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

◎
江
別
振
興
公
社
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財

団
、
フ
ラ
ワ
ー
テ
ク
ニ
カ
え
べ
つ
の

事
業
計
画
に
関
す
る
書
類

 

市
が
出
資
し
て
い
る
公
社
や
財
団
、

株
式
会
社
の
新
年
度
事
業
計
画
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

令
和
３
年　

第
１
回
定
例
会

特
集
ペ
ー
ジ　

令
和
３
年
度
予
算
の
審
査
概
要

議
員
が
市
政
を
た
だ
す　

一　

般　

質　

問

報　
　

告

そのほか本定例会に提出された議案

件　　名 議決結果

国民健康保険税条例の一部改正 原案可決（全員一致）

手数料条例の一部改正 原案可決（全員一致）

介護保険条例の一部改正 原案可決（全員一致）

普通河川管理条例の一部改正 原案可決（全員一致）

準用河川流水占用料等徴収条例の一部改正 原案可決（全員一致）

国民の命と暮らしを守る新型コロナウイルス感染症対策の実施を求める
意見書

原案可決（全員一致）
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討論概要

  予算決算常任委員会における審査では、委員が市に対して質疑を行った後、一般会計予算及び病院事業会

計予算に異論のある委員からそれぞれ修正案が提出されています。各会計予算原案と修正案について、賛成

の立場の委員と反対の立場の委員が討論を行いましたので、この概要をお知らせします。

国民健康保険特別会計予算

・ 滞納件数、資格証明書・短期証の交付件数は減少

しており、丁寧な対応が行われていると考える。特定

健診の受診率向上などに重点を置き、健康寿命の延

伸に努めるとともに、適正な国保事業を推進するこ

とを求める。

賛 成

・ 資格証明書と短期証の交付世帯数は減少傾向に

あるが、その大半が所得１００万円以下世帯であり、

納付が滞るとその後の納付も困難となる。国庫負担

の増額を求めるなど、国民健康保険税引下げの具体

的な検討が必要である。

反 対

一般会計予算の原案及び一般会計予算に対する修正案

・ 国は令和４年度までにほとんどの国民がマイナンバーカードを保有するとしているが、この制度自体に問題が

あり、国に制度廃止を主張すべきである。病院事業会計に対する経営再建支援補助金は医師確保のための活用

が明らかであり、修正は不要である。

原案及び修正案にいずれも反対

・ 国民の共有財産である埋蔵文化財の維持管理経費に対し、国や北海道からの補助を受けられるよう積極的に

働きかけることを求める。病院事業会計の医師確保対策特別引当金の計上は適切な会計処理と断言できず、経

営再建支援補助金の支出は改めざるを得ない。

・ 庁舎耐震化に係る基本的な考え方を明らかにする際、あらゆる形態を想定し最善の結果となるよう検討を求

める。医師確保対策特別引当金の会計処理は不適切である可能性が高いため、一般会計からの経営再建支援補

助金を改めることは妥当な判断と考える。

原案に反対で修正案に賛成

・ 本庁舎の建て替えについて、北海道内他市と共同で、本庁舎整備に係る起債制度創設を要望する会を設立し

要望活動を行うとのことから、今後の取組に期待する。職員給与の削減分が予備費に計上された場合、市立病院

の経営再建の後押しを行うこととした職員の意思が反映されず、経営再建につながらない。

・ 総合特区推進事業について、江別の食を海外に売り込む事業などが展開される予定だが、令和３年度で終了

することから、これまでの事業を検証し、成果を今後に生かしていく取組が必要である。職員給与が削減された

趣旨を踏まえて病院事業会計に繰り出すことは、会計処理上、問題があるとは言えない。

・ 新型コロナウイルス感染症の終息の見通しが不透明な中、引き続き市民生活を守るための取組が行われると

ともに、様々な事業が推進されることを期待する。職員給与の削減分を経営再建支援補助金として病院事業会

計に繰り出すことは、会計処理上、問題がないと考える。

原案に賛成で修正案に反対

  令和３年度の一般会計ほか、特別会計、企業会計の８件の予算案

は、第１回定例会初日に予算決算常任委員会に付託され、３月11日

から５日間にわたって審査を行った後、定例会最終日に採決されま

した。一般会計予算及び病院事業会計予算には、それぞれ修正案が

提出されましたが、全ての予算が原案のとおり可決されました。

  一般会計は４７１億４千万円で、前年度から２１億３千万（４．７％）増加しました。

これは、福祉・医療などの社会保障費の増加などによるものです。

  全会計合計では、895億7,656万8千円となり、前年度から31億4,480万6

千円（3.6％）増加しました。

令和３年度

予算審査
予算規模（各会計予算額）  （単位：千円）

令和2年度 令和3年度 増減 増減率

一般会計 45,010,000 47,140,000 2,130,000 4.7％

特別会計 24,488,000 25,294,000 806,000 3.3％

企業会計 16,933,762 17,142,568 208,806 1.2％

合計 86,431,762 89,576,568 3,144,806 3.6％
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討論概要

後期高齢者医療特別会計予算

・ 一般会計の高齢者保健・介護予防一体的実施推

進事業において、健康寿命の延伸を図るとしてい

る。後期高齢者医療制度において、関係機関との連

携を図り、取組を進め、制度が安定して継続すること

を期待する。

賛 成

・ 保険料の特例軽減が廃止されることによる影響

は大きい。滞納者への短期証の交付は、病気にかか

りやすく重症化しやすい高齢者に正規の保険証を交

付しない制度そのものに誤りがある。

反 対

介護保険特別会計予算

・ フレイル予防の啓発リーフレットを作成するほか、

地域の通いの場において口腔機能向上プログラム

の普及を進めるとのことである。今後も高齢者が地

域で自立した日常生活を営むことのできる取組が

なされると考える。

賛 成

・ 第８期介護保険事業計画では介護保険料基準額

は据置きとされたものの、根本的に保険料負担は重

い。国の軽減措置だけでは不十分であり、基金の一

部を活用するなどして、介護保険料基準額の引下げ

を検討すべきである。

反 対

水道事業会計予算及び下水道事業会計予算

・ 常に安全で良質な水道水を供給し、快適な生活環

境を守るための取組が行われている。今後、水道料

金と下水道使用料の改定が必要になる可能性もあ

り、一層効率的な経営に努め、適切な財源確保策が

講じられることを期待する。

賛 成

・ 水道料金の滞納を理由とする給水停止措置は、滞

納の背景に生活困窮があることは明らかであり、一

時的であっても水道を止めるべきではない。関連部

署と連携し、給水停止に至らないための福祉施策を

検討すべきである。

反 対

病院事業会計予算の原案及び病院事業会計予算に対する修正案

・ 経営再建支援補助金は、地方公営企業会計基準における引当金の計上要件を満たしていない。医師確保対策

特別引当金は、不適切な会計処理であると考える。一時借入金限度額は予算を執行する上で想定されている額

を大きく上回っており、適正な額に減額する必要があると考える。

原案に反対で修正案に賛成

・ 最優先課題である医師招
しょう

聘
へい

など、市立病院の経営再建に向けたロードマップで示された取組を着実に実行す

ることを求める。医師確保対策特別引当金は、地方公営企業会計基準における引当金の計上要件を満たしてお

り、一時借入金限度額についても、年度途中の資金不足による補正予算の編成を避けるため、原案の修正は不要

である。

・ これまでも医師不足の状態は続いており、医師確保に向けた取組は、将来にわたって継続して行う必要がある

ことなどから、経営再建支援補助金を医師確保対策特別引当金として計上する会計処理に問題はないと考え

る。一時借入金限度額については、できる限り抑制するとともに、経営状態が悪化した場合には、議会と市民に

示しながら対応すべきであり、透明性の高い経営再建を目指すよう期待する。

原案に賛成で修正案に反対

令
和
３
年　

第
１
回
定
例
会

特
集
ペ
ー
ジ　

令
和
３
年
度
予
算
の
審
査
概
要

議
員
が
市
政
を
た
だ
す　

一　

般　

質　

問
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▼
学
校
施
設
の
長
寿
命
化
計
画

質
問　

江
別
市
学
校
施
設
長
寿
命
化
計

画
に
長
寿
命
化
の
優
先
順
位
と
あ
る
が
、

優
先
的
に
修
繕
・
改
修
を
行
う
基
準
は
。

答
弁　

市
教
委
で
は
、
令
和
２
年
１
月
に

江
別
市
学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
を
策

定
し
、
学
校
施
設
整
備
の
基
本
的
方
針

と
し
て
、
不
具
合
が
生
じ
る
前
に
対
策
を

講
じ
る
予
防
保
全
に
よ
る
施
設
管
理
に

移
行
し
て
い
く
こ
と
や
、
改
築
か
ら
長
寿

命
化
に
切
り
替
え
て
整
備
を
進
め
て
い

く
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

 

同
計
画
で
は
、
文
科
省
が
示
し
た
、
学

校
施
設
の
長
寿
命
化
計
画
策
定
の
考
え

方
を
参
考
に
、
原
則
と
し
て
年
数
が
経

過
し
て
い
る
学
校
ほ
ど
優
先
度
が
高
い

も
の
と
し
、
建
築
後
50

年
以
上
経
過
し
て

い
る
学
校
を
早
期
に
検
討
す
べ
き
も
の

と
位
置
付
け
、
施
設
の
健
全
度
や
工
事

の
効
率
性
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
、
長

寿
命
化
改
修
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

 

ま
た
、
部
分
的
な
修
繕
等
に
つ
い
て
は
、

日
常
的
な
点
検
等
を
行
う
中
で
、
随
時

実
施
し
て
お
り
、
今
後
も
、
劣
化
状
況
に

応
じ
て
応
急
的
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

▼
今
後
の
学
校
施
設
の
修
繕
計
画

及
び
改
修
等
の
方
針

質
問　

江
別
市
学
校
施
設
長
寿
命
化
計

画
の
推
進
に
当
た
り
、
今
後
の
修
繕
・
改

修
等
の
方
針
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答
弁　

市
教
委
で
は
、
江
別
市
学
校
施

設
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
予
防
保

全
の
施
設
管
理
に
移
行
し
、
改
築
か
ら

長
寿
命
化
に
切
り
替
え
て
整
備
を
進
め

て
い
く
こ
と
を
基
本
と
し
、
修
繕
に
つ
い

て
は
、
劣
化
状
況
に
応
じ
て
、
応
急
的
に

対
応
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

 

こ
う
し
た
方
針
に
基
づ
き
、
令
和
３
年

度
は
、
劣
化
状
況
調
査
の
結
果
を
踏
ま

え
、
早
急
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
江

別
第
二
中
学
校
及
び
江
別
第
三
中
学
校

の
外
壁
改
修
工
事
や
、
大
麻
中
学
校
西

棟
校
舎
屋
上
防
水
改
修
工
事
の
ほ
か
、

小
・
中
学
校
計
８
校
の
暖
房
改
修
工
事

な
ど
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

 

市
教
委
と
し
て
は
、
安
全
・
安
心
で
快

適
な
教
育
環
境
を
確
保
す
る
こ
と
は
重

要
と
認
識
し
て
お
り
、
今
後
も
、
財
政
状

況
を
踏
ま
え
、
国
の
補
助
事
業
も
活
用

す
る
中
で
、
同
計
画
に
基
づ
き
、
施
設
設

備
の
整
備
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
。

民
主
・
市
民
の
会

稲
守　

耕
司　
議
員

議員が市政をただす

一般質問

※今定例会では、10人の議員が一

般質問を行いました。

  誌面の都合上、各議員が行った

質問の中から、１人２項目を要約し

てお伝えいたします。
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▼
市
立
病
院
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
者
に
対
す
る
診
療
対
応

質
問　

市
立
病
院
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
お
い
て
、
後
方
支

援
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
重
要
で
は
。

答
弁　

市
立
病
院
で
は
、
早
い
段
階
か
ら

市
内
の
発
熱
患
者
等
の
診
療
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
等
を
実
施
し
て
お
り
、
陽
性
患
者

の
対
応
を
含
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
に
取
り
組
ん

で
き
た
。

 

ま
た
、
江
別
市
介
護
保
険
施
設
感
染

症
対
応
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
、
施
設
職
員

等
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
し
て
ほ
し
い

と
の
要
望
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
希
望
施

設
の
検
査
の
受
入
れ
を
開
始
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
医
師
会
を
は
じ
め

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
率
先
し

て
感
染
拡
大
防
止
に
取
り
組
み
、
地
域

の
医
療
を
支
え
る
後
方
支
援
病
院
と
し

て
、
公
立
病
院
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く

べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

▼
生
活
保
護
制
度
を
利
用
す
る
際

の
課
題

質
問　

生
活
保
護
制
度
の
申
請
時
に
実

施
す
る
扶
養
照
会
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、

市
は
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

答
弁　

生
活
保
護
制
度
は
、生
活
保
護
法

に
お
い
て
、
扶
養
義
務
者
の
扶
養
は
生
活

保
護
に
優
先
し
て
行
わ
れ
る
も
の
と
定

め
ら
れ
て
お
り
、
申
請
さ
れ
た
際
は
、
社

会
福
祉
施
設
入
所
者
や
長
期
入
院
患
者
、

20

年
間
音
信
不
通
で
あ
る
者
や
お
お
む

ね
70

歳
以
上
の
高
齢
者
、
未
成
年
者
な

ど
に
該
当
す
る
方
を
除
き
、
金
銭
的
な

援
助
の
ほ
か
、
定
期
的
な
訪
問
な
ど
、
精

神
的
な
支
援
を
含
め
て
照
会
し
て
い
る
。

 

国
は
、
扶
養
義
務
者
に
借
金
を
重
ね

て
い
る
場
合
や
相
続
を
め
ぐ
り
対
立
し

て
い
る
、
あ
る
い
は
縁
が
切
ら
れ
て
い
る

な
ど
著
し
い
関
係
不
良
の
場
合
な
ど
は

照
会
を
不
要
と
す
る
通
知
を
新
た
に
発

出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

 

市
で
は
、
扶
養
照
会
は
扶
養
の
可
能

性
の
あ
る
方
に
対
し
て
実
施
す
る
も
の

と
認
識
し
て
お
り
、
今
後
も
、
今
回
の
通

知
も
踏
ま
え
、
適
切
に
対
応
し
て
い
き
た

い
。

▼
市
立
病
院
の
地
方
公
営
企
業
法

全
部
適
用

質
問　

市
立
病
院
の
経
営
形
態
を
地
方

公
営
企
業
法
の
全
部
適
用
へ
移
行
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
手
順
、
工

程
で
移
行
す
る
の
か
。

答
弁　

市
立
病
院
で
は
、
経
営
の
安
定
化

や
収
支
均
衡
の
実
現
を
図
る
た
め
、
令

和
４
年
度
当
初
に
お
け
る
地
方
公
営
企

業
法
全
部
適
用
へ
の
移
行
に
向
け
、
必
要

な
取
組
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

 

同
法
の
全
部
適
用
へ
の
移
行
に
よ
る

効
果
と
し
て
は
、
専
任
の
事
業
管
理
者
が

設
置
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
組
織
運
営
の

自
律
性
、
柔
軟
性
が
高
ま
り
、
診
療
報
酬

の
改
定
や
医
療
制
度
の
変
更
等
に
迅
速

な
対
応
が
可
能
と
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。

 

全
部
適
用
へ
の
移
行
に
当
た
っ
て
は
、

病
院
職
員
の
身
分
が
一
般
職
員
か
ら
企

業
職
員
へ
変
更
と
な
る
こ
と
か
ら
、
令
和

３
年
度
上
半
期
ま
で
に
、
勤
務
条
件
や

労
働
関
係
法
令
等
に
お
け
る
取
扱
い
を

整
理
し
、
職
員
へ
の
周
知
を
図
り
た
い
。

▼
高
齢
者
の
移
動
・
外
出
支
援

質
問　

移
動
・
外
出
困
難
な
高
齢
者
へ
の

支
援
策
を
具
体
化
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

地
域
ご
と
に
実
態
を
把
握
す
る
考
え
は
。

答
弁　

市
で
は
、
現
行
の
江
別
市
地
域
公

共
交
通
網
形
成
計
画
の
策
定
に
当
た
り
、

市
内
の
公
共
交
通
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
、
高
齢
者
を
含
め
た
市

民
の
利
用
実
態
の
把
握
に
努
め
て
い
る
。

 

ま
た
、
公
共
交
通
施
策
の
立
案
な
ど

に
必
要
と
な
る
、
高
齢
者
の
生
活
に
お
け

る
地
域
の
状
況
な
ど
を
把
握
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
令
和
２
年
11

月
か
ら
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
高
齢
者

支
援
業
務
に
従
事
し
て
い
る
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
、
江
別
市
地
域
公

共
交
通
活
性
化
協
議
会
の
委
員
と
し
て
、

新
た
に
委
嘱
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

 

今
後
は
、
同
計
画
を
見
直
す
際
に
、
高

齢
者
を
含
め
た
移
動
等
に
関
す
る
調
査

を
行
う
予
定
で
あ
り
、
移
動
に
係
る
課

題
に
つ
い
て
情
報
収
集
し
、
そ
の
実
態
の

把
握
に
努
め
た
い
。

 

こ
の
ほ
か
、
自
治
会
排
雪
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。

え
べ
つ
黎れ

い

明め
い

の
会

鈴
木　

誠　
議
員

日
本
共
産
党
議
員
団

吉
本　

和
子　
議
員

一
般
質
問

稲
守　

耕
司

吉
本　

和
子

鈴
木　

誠

本
間　

憲
一

裏　

君
子

芳
賀　

理
己

干
場　

芳
子

諏
訪
部　

容
子

石
田　

武
史

奥
野　

妙
子
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▼
高
齢
者
施
設
等
で
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
集
団
感
染
防
止
対
策

質
問　

高
齢
者
施
設
等
に
お
け
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
集
団
感
染
防
止
対
策

の
現
状
の
課
題
と
今
後
の
考
え
は
。

答
弁　

高
齢
者
施
設
内
で
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
発
生
す
る
と
、
施
設

内
に
お
い
て
感
染
が
拡
大
し
、
そ
れ
に
伴

い
、
職
員
が
不
足
し
て
必
要
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
を
施
設
内
に
持
ち
込
ま
せ
な
い
た

め
の
水
際
対
策
と
し
て
、
本
年
２
月
か
ら

高
齢
者
及
び
障
が
い
者
施
設
に
勤
務
す

る
職
員
等
を
対
象
に
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

開
始
し
、
陽
性
者
の
早
期
発
見
に
努
め

て
い
る
。

 

今
後
に
お
い
て
も
、
道
や
江
別
市
介
護

保
険
施
設
感
染
症
対
応
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

な
ど
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
感
染
防

止
の
た
め
の
研
修
会
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
多
く
の
施
設
職
員
に
積
極
的
に
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
て
も
ら
う
こ
と
に
よ

り
、
感
染
の
未
然
防
止
に
努
め
た
い
。

▼
市
役
所
本
庁
舎
の
現
状

質
問　

市
役
所
本
庁
舎
の
今
後
の
維
持

修
繕
等
に
か
か
る
費
用
、
使
用
に
耐
え

得
る
期
間
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

答
弁　

現
在
の
市
役
所
本
庁
舎
は
昭
和

41

年
に
建
築
し
、
54

年
が
経
過
し
て
お

り
、
平
成
22

年
に
行
っ
た
耐
震
診
断
で
は
、

耐
震
改
修
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

 

市
で
は
、こ
れ
ま
で
も
本
庁
舎
の
大
規

模
改
修
工
事
を
計
画
的
に
行
っ
て
お
り
、　

現
時
点
で
は
、当
面
、大
規
模
改
修
工
事

は
必
要
が
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。一
方
、

電
気
や
暖
房
設
備
の
不
具
合
が
発
生
し

た
場
合
は
、そ
の
都
度
修
理
を
行
っ
て
お

り
、今
後
も
執
務
に
影
響
が
出
な
い
よ
う
、

必
要
に
応
じ
て
改
修
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

 

な
お
、
本
庁
舎
の
使
用
期
間
に
つ
い
て

は
、
庁
舎
整
備
に
向
け
て
庁
内
検
討
委

員
会
や
専
門
委
員
会
を
組
織
し
、
ど
の

よ
う
な
手
法
で
耐
震
化
を
行
う
の
か
、
ま

た
、
建
て
替
え
る
場
合
の
建
設
場
所
や

建
築
規
模
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
市
の
基

本
的
な
考
え
方
を
取
り
ま
と
め
る
予
定

で
あ
り
、
そ
の
間
は
現
在
の
本
庁
舎
を
適

切
に
管
理
し
、
機
能
の
維
持
に
努
め
た
い
。

▼
老
人
憩
の
家
の
今
後
の
方
向
性

質
問　

老
朽
化
し
た
老
人
憩
の
家
の
今

後
の
方
向
性
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答
弁　

市
で
は
、
昭
和
40

年
当
時
の
厚
生

省
の
通
知
に
基
づ
き
、
60

歳
以
上
の
方
を

対
象
に
、
高
齢
者
同
士
の
交
流
や
心
身

の
健
康
増
進
の
場
と
し
て
、
老
人
憩
の
家

を
設
置
し
て
き
た
。
そ
の
後
、
国
で
は
、
社

会
構
造
の
変
化
や
人
々
の
生
活
の
変
化

を
踏
ま
え
、
多
世
代
が
交
流
す
る
地
域

共
生
社
会
の
実
現
を
掲
げ
て
お
り
、
公

共
施
設
に
お
い
て
は
多
機
能
化
・
複
合

化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

 

上
江
別
、
野
幌
及
び
大
麻
老
人
憩
の

家
の
３
施
設
に
つ
い
て
は
、
建
設
後
40

年

が
経
過
し
、
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
必

要
な
補
修
を
す
る
中
で
、
維
持
管
理
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

 

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、
国
が
掲

げ
る
地
域
共
生
社
会
の
考
え
や
利
用
実

態
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
自
治

会
や
高
齢
者
ク
ラ
ブ
な
ど
の
意
見
も
伺

い
な
が
ら
、
総
合
的
に
検
討
し
て
い
き
た

い
。

▼
庁
舎
等
耐
震
化
の
検
討

質
問　

令
和
３
年
度
か
ら
検
討
す
る
庁

舎
等
の
整
備
に
お
い
て
は
、
従
来
型
の
事

業
手
法
の
み
な
ら
ず
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
や
リ

ー
ス
方
式
も
検
討
す
る
べ
き
で
は
。

答
弁　

市
で
は
、
本
庁
舎
等
の
整
備
に
向

け
て
、
市
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て

取
り
ま
と
め
る
予
定
で
あ
り
、
建
て
替
え

る
場
合
の
事
業
手
法
に
つ
い
て
は
、
市
が

直
接
発
注
す
る
従
来
方
式
の
ほ
か
民
間

を
活
用
し
た
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
や
リ
ー
ス
方

式
な
ど
が
あ
る
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
や
リ
ー
ス

方
式
は
、
費
用
を
分
割
し
て
支
払
う
た

め
、
財
政
支
出
を
平
準
化
す
る
こ
と
が

可
能
で
、
多
額
の
自
主
財
源
の
確
保
を

要
さ
な
い
た
め
、
財
政
面
で
の
優
位
性
が

あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

 

令
和
３
年
度
に
お
い
て
は
、
耐
震
化
の

手
法
、
建
て
替
え
る
場
合
の
建
設
場
所
、

想
定
す
る
規
模
に
つ
い
て
、
考
え
方
を
取

り
ま
と
め
る
予
定
で
あ
り
、
令
和
４
年

度
に
は
、
基
本
構
想
に
入
れ
る
よ
う
、
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

公
明
党

裏　

君
子　
議
員

江
別
未
来
づ
く
り
の
会

本
間　

憲
一　
議
員
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▼
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
提
出
者

に
対
す
る
対
応

質
問　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
意
見
提

出
者
へ
個
別
に
回
答
を
す
る
こ
と
も
新

た
な
取
組
と
し
て
可
能
と
考
え
る
が
い

か
が
か
。

答
弁　

市
で
は
、江
別
市
市
民
参
加
条
例

で
、提
出
さ
れ
た
意
見
の
概
要
及
び
提
出

さ
れ
た
意
見
に
対
す
る
市
長
等
の
考
え

方
を
公
表
す
る
も
の
と
定
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
と
市

の
考
え
を
一
覧
表
に
し
、
市
の
ホ
ー
ム
ぺ

ー
ジ
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
公
共
施
設

等
に
閲
覧
資
料
と
し
て
配
置
し
て
い
る
。

 

し
か
し
、
昨
年
５
月
に
行
っ
た
自
治
基

本
条
例
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
、
よ
り
多

く
の
市
民
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
参

加
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
提
出
し
た
意

見
が
ど
の
よ
う
に
市
政
運
営
に
反
映
さ

れ
て
い
る
か
知
ら
せ
る
べ
き
と
い
う
回
答

が
多
く
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
意
見
提
出
者

へ
個
別
に
回
答
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
実

施
し
て
い
る
自
治
体
か
ら
情
報
収
集
す

る
と
と
も
に
、
今
後
、
自
治
基
本
条
例
検

討
委
員
会
で
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、

対
応
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

▼
介
護
職
員
の
腰
痛
予
防
対
策
と

人
材
確
保
の
関
係
性

質
問　

介
護
職
員
の
離
職
防
止
、
介
護

人
材
確
保
の
観
点
か
ら
、
腰
痛
予
防
対

策
と
人
材
確
保
の
関
係
性
へ
の
考
え
は
。

答
弁　

高
齢
化
の
進
む
中
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
介
護

人
材
の
確
保
は
極
め
て
重
要
と
認
識
し

て
い
る
。

 

市
と
し
て
は
、
各
事
業
所
が
腰
痛
予

防
対
策
を
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

就
労
環
境
が
改
善
さ
れ
、
従
事
者
が
安

定
的
に
働
く
こ
と
が
で
き
、
離
職
防
止
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
国
が
開

催
す
る
腰
痛
予
防
対
策
講
習
会
へ
の
参

加
や
、
道
が
実
施
す
る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
補

助
事
業
等
の
活
用
に
つ
い
て
周
知
を
図

っ
て
き
た
。

 

介
護
職
員
の
確
保
や
腰
痛
対
策
は
全

国
的
な
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
で
は
、

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
に
当
た
っ
て
は
国

の
責
任
に
お
い
て
財
政
措
置
を
講
じ
る

よ
う
、
全
国
市
長
会
を
通
じ
て
国
に
要

請
し
て
お
り
、
今
後
も
、
国
に
要
請
す
る

と
と
も
に
、
道
に
対
し
て
も
、
補
助
制
度

の
拡
充
を
要
請
し
て
い
き
た
い
。

▼
改
訂
版
Ｈ
Ｐ
Ｖ
※

ワ
ク
チ
ン
に
関

す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
通
知

質
問　

国
は
、
各
自
治
体
に
対
し
改
訂
版

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
個
別
配
布
を
促
す
通

知
を
出
し
て
い
る
が
、
市
と
し
て
ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
の
か
。

答
弁　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
、
接
種
後
に

ワ
ク
チ
ン
と
の
因
果
関
係
を
否
定
で
き

な
い
症
状
が
報
告
さ
れ
た
た
め
、
市
で
は

平
成
25

年
６
月
以
降
、
接
種
勧
奨
を
差

し
控
え
、個
別
通
知
を
見
合
わ
せ
て
き
た
。

 

国
で
は
、ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
や
有
効

性
、リ
ス
ク
に
関
す
る
情
報
提
供
の
方
法

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
令
和
２
年
10

月
に

分
か
り
や
す
さ
を
重
視
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
に
改
訂
し
た
。
国
の
方
針
で
は
、
積
極

的
な
勧
奨
は
行
わ
な
い
も
の
の
、公
費
に

よ
っ
て
接
種
で
き
る
ワ
ク
チ
ン
の
一
つ
と
し

て
、
情
報
に
接
す
る
機
会
を
確
保
し
、
接

種
を
検
討
・
判
断
で
き
る
よ
う
、
対
象
者

に
個
別
に
通
知
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

 

市
で
は
、
国
の
考
え
に
基
づ
き
、
対
象

者
へ
の
通
知
に
当
た
り
、
積
極
的
な
勧
奨

と
な
ら
な
い
よ
う
留
意
し
て
い
き
た
い
。

▼
ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
ケ
ア
の
導
入

質
問　

介
護
者
に
も
利
用
者
に
も
優
し

い
ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
ケ
ア
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

答
弁　

抱
え
上
げ
な
い
介
助
方
法
を
軸

と
し
た
ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
ケ
ア
は
、
介

護
を
受
け
る
方
へ
の
自
立
支
援
を
考
え

た
安
全
な
ケ
ア
と
介
護
す
る
側
の
腰
痛

軽
減
の
両
方
を
同
時
に
か
な
え
る
考
え

方
・
介
助
方
法
で
あ
り
、
介
護
職
員
の
腰

痛
予
防
の
ケ
ア
技
術
の
一
つ
と
し
て
、
事

業
が
開
始
さ
れ
、
広
が
り
つ
つ
あ
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。

 

国
は
、
平
成
25

年
に
職
場
に
お
け
る

腰
痛
予
防
対
策
指
針
を
改
訂
し
、
腰
に

負
担
の
少
な
い
介
助
方
法
等
を
加
え
た

ほ
か
、
労
働
災
害
防
止
計
画
に
お
い
て
も
、

事
業
者
が
腰
痛
予
防
対
策
に
取
り
組
む

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
盛
り
込
ん
だ
と

こ
ろ
で
あ
る
。
ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
ケ
ア
の

導
入
は
、
介
護
を
す
る
側
に
も
、
さ
れ
る

側
に
も
、
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
り
、
介

護
現
場
で
課
題
と
な
っ
て
い
る
人
材
の

定
着
や
確
保
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待

で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

 

こ
の
ほ
か
、
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

※HPV…ヒトパピローマウイルス。子宮頸がんの発生に関わるウイルス。

民
主
・
市
民
の
会

干
場　

芳
子　
議
員

自
民
ク
ラ
ブ

芳
賀　

理
己　
議
員

一
般
質
問

稲
守　

耕
司

吉
本　

和
子

鈴
木　

誠

本
間　

憲
一

裏　

君
子

芳
賀　

理
己

干
場　

芳
子

諏
訪
部　

容
子

石
田　

武
史

奥
野　

妙
子
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▼
成
年
後
見
制
度
の
利
用
の
促
進

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
取
組

質
問　

成
年
後
見
制
度
の
利
用
の
促
進

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
市
の
計
画
策

定
の
進
捗
状
況
は
。

答
弁　

国
が
同
法
律
に
基
づ
き
、
平
成
29

年
３
月
に
定
め
た
成
年
後
見
制
度
利
用

促
進
基
本
計
画
に
お
い
て
、
市
町
村
で
は
、

令
和
３
年
度
末
ま
で
に
成
年
後
見
制
度

の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て

の
基
本
的
な
計
画
を
定
め
る
よ
う
努
め

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

 

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
学
識
経
験
者
、

弁
護
士
、
司
法
書
士
、
福
祉
関
係
者
等
で

構
成
さ
れ
る
江
別
市
後
見
実
施
機
関
運

営
協
議
会
や
江
別
市
社
会
福
祉
審
議
会

に
お
い
て
、
令
和
２
年
８
月
か
ら
基
本
計

画
に
つ
い
て
審
議
を
い
た
だ
き
、
素
案
の

策
定
を
進
め
て
い
る
。

 
今
後
、
令
和
３
年
４
月
に
開
催
す
る

江
別
市
後
見
実
施
機
関
運
営
協
議
会
で

素
案
を
確
定
し
、
そ
の
後
、
６
月
頃
に
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
９
月
頃

を
目
途
に
最
終
案
の
決
定
を
予
定
し
て

い
る
。

▼
体
育
施
設
に
お
け
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
リ
ス
ク

質
問　

体
育
室
の
よ
う
に
天
井
が
高
く

広
い
部
屋
で
、
換
気
が
さ
れ
て
い
る
場
合

の
感
染
リ
ス
ク
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

答
弁　

体
育
館
を
は
じ
め
と
す
る
体
育

施
設
に
お
い
て
、
市
民
が
安
全
な
ス
ポ
ー

ツ
活
動
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、
専
門
的

な
知
見
に
基
づ
く
感
染
防
止
対
策
の
徹

底
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

 

国
で
は
、社
会
体
育
施
設
の
再
開
に
向

け
た
感
染
拡
大
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

作
成
し
、
施
設
管
理
者
側
に
は
、
職
員
の

マ
ス
ク
着
用
や
手
指
消
毒
剤
の
設
置
、
施

設
の
定
期
的
な
換
気
・
消
毒
、
入
場
定
員

の
制
限
な
ど
を
行
う
よ
う
示
さ
れ
て
お

り
、利
用
者
に
は
、体
調
確
認
や
、こ
ま
め

な
手
洗
い
・
手
指
消
毒
、
運
動
し
な
い
時

の
マ
ス
ク
着
用
、
利
用
者
間
の
距
離
の
保

持
な
ど
を
求
め
る
よ
う
示
さ
れ
て
い
る
。

 

市
教
委
で
は
、
感
染
リ
ス
ク
を
で
き
る

限
り
低
減
さ
せ
る
た
め
、
指
定
管
理
者

に
対
し
て
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ

た
運
営
を
要
請
し
、
感
染
防
止
対
策
を

実
施
し
て
い
る
。

▼
成
年
後
見
制
度
に
お
け
る
中
核

機
関
に
対
す
る
市
の
認
識

質
問　

地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要

な
部
分
を
担
う
中
核
機
関
を
設
置
す
る

べ
き
で
は
。

答
弁　

中
核
機
関
と
は
、
権
利
擁
護
支

援
の
必
要
な
方
を
発
見
し
、
適
切
な
支

援
に
つ
な
げ
る
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
中
核
と
な
る
機
関
で
あ
り
、
相
談
支

援
や
後
見
人
候
補
者
の
調
整
、
後
見
人

の
支
援
な
ど
に
つ
い
て
、
主
導
し
て
い
く

役
割
を
担
う
も
の
で
あ
る
。

 

国
の
基
本
計
画
で
は
、
市
町
村
が
設

置
し
て
い
る
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

や
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
既
存
の
組

織
を
活
用
す
る
こ
と
も
可
能
と
さ
れ
て

い
る
。

 

市
と
し
て
は
、
中
核
機
関
の
設
置
が

必
要
と
認
識
し
て
お
り
、
現
在
、
江
別
市

後
見
実
施
機
関
運
営
協
議
会
に
お
い
て
、

中
核
機
関
の
設
置
や
地
域
連
携
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
検
討
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
検
討

結
果
を
踏
ま
え
、
中
核
機
関
の
設
置
を

進
め
て
い
き
た
い
。

▼
体
育
施
設
に
お
け
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策

質
問　

体
育
館
に
は
マ
ス
ク
着
用
の
お
願

い
が
掲
示
さ
れ
て
い
る
が
、
感
染
防
止
対

策
と
し
て
マ
ス
ク
着
用
を
義
務
化
し
て

は
ど
う
か
。

答
弁　

国
が
策
定
し
た
社
会
体
育
施
設

の
再
開
に
向
け
た
感
染
拡
大
予
防
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
で
は
、運
動
時
の
マ
ス
ク
の
着
用

に
つ
い
て
、
運
動
強
度
が
高
い
と
考
え
ら

れ
る
ス
ポ
ー
ツ
は
、
十
分
な
呼
吸
が
で
き

な
く
な
る
こ
と
や
、
熱
中
症
の
リ
ス
ク
が

高
く
な
る
な
ど
、健
康
面
に
影
響
が
あ
る

こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、体
育
施
設
利
用

時
の
マ
ス
ク
着
用
に
つ
い
て
は
、指
定
管
理

者
を
通
じ
て
利
用
者
に
対
し
、個
人
の
体

調
に
合
わ
せ
て
極
力
着
用
す
る
よ
う
、協

力
要
請
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

 

市
教
委
と
し
て
は
、
今
後
と
も
、
指
定

管
理
者
を
通
じ
て
、大
き
な
声
を
あ
げ
て

活
動
し
て
い
る
方
、休
憩
中
に
マ
ス
ク
を
着

用
し
な
い
で
会
話
を
し
て
い
る
方
に
感
染

リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
を
丁
寧
に
説
明
し
、

マ
ス
ク
着
用
等
に
つ
い
て
、協
力
要
請
を
行

っ
て
い
く
こ
と
と
し
、義
務
化
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、難
し
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

江
別
未
来
づ
く
り
の
会

石
田　

武
史　
議
員

民
主
・
市
民
の
会

諏
訪
部　

容
子　
議
員
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▼
聴
覚
障
が
い
者
に
対
す
る
意
思

疎
通
支
援
体
制
の
強
化

質
問　

遠
隔
手
話
サ
ー
ビ
ス
等
を
利
用

し
た
聴
覚
障
害
者
の
意
思
疎
通
支
援
体

制
の
強
化
事
業
を
利
用
し
、
コ
ロ
ナ
禍
や

災
害
時
に
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
で
き

る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
市
の

考
え
は
。

答
弁　

聴
覚
障
が
い
者
に
対
す
る
意
思

疎
通
支
援
に
つ
い
て
は
、
病
院
や
施
設
等

へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
設
置
や
、
聴
覚

障
が
い
者
の
方
々
へ
の
貸
与
な
ど
、
様
々

な
支
援
の
方
法
が
あ
り
、
市
で
は
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
障
が
い
福
祉
課
、
市
役
所

大
麻
出
張
所
及
び
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
の

設
置
の
ほ
か
、
手
話
通
訳
者
や
要
約
筆

記
通
訳
者
の
派
遣
な
ど
様
々
な
方
法
に

よ
り
、
取
組
を
進
め
て
き
た
。

 

コ
ロ
ナ
禍
や
災
害
時
の
非
常
時
に
必

要
な
場
所
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
設
置

を
増
や
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
利
用
さ
れ

る
方
々
の
意
見
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
貸
出
し
を
含
め
、

江
別
聴
力
障
害
者
協
会
や
関
係
団
体
、

医
療
機
関
な
ど
と
も
協
議
し
て
い
き
た

い
。

▼
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
健
康
マ
イ
レ

ー
ジ
に
よ
る
市
民
参
加
の
取
組

質
問　

市
民
の
健
康
増
進
対
策
と
し
て
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ

事
業
を
取
り
入
れ
て
み
て
は
い
か
が
か
。

答
弁　

市
で
は
、
平
成
29

年
に
健
康
都
市

宣
言
を
行
い
、
全
て
の
市
民
が
生
涯
を

通
じ
て
健
康
に
過
ご
せ
る
健
康
意
識
の

向
上
と
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
努
め
、
だ

れ
も
が
健
康
的
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

え
べ
つ
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。

 

こ
れ
ま
で
の
主
な
取
組
と
し
て
、
野
菜

摂
取
の
推
進
、
小
・
中
学
生
に
対
す
る
生

活
習
慣
病
予
防
教
室
の
開
催
な
ど
の
ほ

か
、
健
康
づ
く
り
の
総
合
的
な
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
健
康
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

 

今
後
に
お
い
て
も
、
健
康
づ
く
り
プ
ラ

ン
に
掲
げ
た
運
動
の
習
慣
を
つ
け
、
今
よ

り
10

分
多
く
動
こ
う
の
達
成
に
向
け
、
全

国
の
先
進
的
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
自

治
体
の
事
例
な
ど
も
参
考
と
し
な
が
ら
、

市
民
が
参
加
し
や
す
い
手
法
に
つ
い
て
、

調
査
・
研
究
し
て
い
き
た
い
。

 

こ
の
ほ
か
、
障
が
い
者
の
就
労
促
進
に
つ
い
て
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

公
明
党

奥
野　

妙
子　
議
員

  江別市議会では、より開かれた議会を目指し、 

ホームページ等による議会情報の発信や市民の皆

様との対話の機会を設けるための「市民と議会の

集い」の開催など、様々な取組を進めてきました。

  その一部を抜粋してお知らせいたします。

江別市議会

議会改革のあゆみ

平成29年

・議会フェイスブックの開設

・議会広報広聴委員会の設置

平成30年

・政務活動費領収書の公開

平成31年（令和元年）

・議員定数の削減

（27人から25人）

・委員会録のホームページ公開

・予算決算常任委員会の設置

令和２年

・陳情者の意見陳述の実施

（委員会）

平成25年

・議会基本条例の制定

・請願者の意見陳述の実施（委員会）

・反問の実施（試行）

・自由討議の実施（委員会）（試行）

平成26年

・政務活動費明細の公開

・先進地調査報告書の公開

・ 本会議のインターネット中継の

開始

・議案に対する賛否の公開

・市民と議会の集いの開催

一
般
質
問

稲
守　

耕
司

吉
本　

和
子

鈴
木　

誠

本
間　

憲
一

裏　

君
子

芳
賀　

理
己

干
場　

芳
子

諏
訪
部　

容
子

石
田　

武
史

奥
野　

妙
子



●この市議会だよりは再生紙を使用しています。

活動状況をお知らせします

委員会のページ
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ました。市民の暮らしと健康に大きく関わる事

業となりますことから、接種が滞りなく行われ

るよう、当委員会としても注視してまいります。

  また、市立病院事務局からは、江別市立病院

経営再建計画について報告を受け、質疑を行

いました。今後、本計画を基に経営再建に向け

た取組が進められますことから、当委員会とし

て引き続き調査等を実施してまいります。

▶ 経済建設常任委員会
  令和3年1月14日に開催の当委員会では、

経済部から新型コロナウイルス感染症に係る

対応で、江別市酒類提供飲食店支援給付金の

支給概要について、2月15日に開催の委員会

では、水道部から上下水道施設の停電対策に

ついて、経済部から市内大手製紙会社の機械

設備の一部停止、旧江別市農村環境改善セン

ターの売却について、建設部から江別市営住

宅長寿命化計画（案）に対するパブリックコメ

ントの実施結果、除排雪事業の状況について、

それぞれ報告を受け、質疑を行いました。

▶ 議会広報広聴委員会
  議会だよりでは、今号よりユニバーサルデザ

イン（UD）フォントを導入いたしました。 UDフ

ォントとは、人が生活する上で「使いやすさ、見

やすさ」といった細かい部分にも配慮、工夫を

したデザインの字体のことです。

  また、定例会での一般質問の様子は、ユーチ

ューブから録画中継を御覧いただくことがで

きますが、録画中継の画面の下にタイムスタン

プを掲載することで、御覧になりたい議員の一

般質問にアクセスしやすくする工夫をしました。

ぜひ、御利用ください。

  これからも議会活動を分かりやすく市民の

皆様へお伝えできるよう、取り組んでまいりま

す。

▶ 議会運営委員会
  当委員会は、議会運営に関する検討事項と

して、①江別市議会における業務継続計画

（ＢCP）、②江別市議会基本条例の評価・検証、

③一般質問における一問一答方式の運用につ

いての３点を中心に議論を深めてきましたが、

結論を出すに至らず、継続して協議することと

しました。

  また、江別市議会会議規則のうち、本会議及

び各委員会の欠席の届出について、公務、疾病、

出産、育児、看護、介護、配偶者の出産補助その

他のやむを得ない事由として、欠席事由を明

確化するなどの改正をすることとしました。

▶ 総務文教常任委員会
  当委員会の主な活動内容として、教育部か

らは、市内小学校における新型コロナウイルス

感染者の発生、学級閉鎖について、北海道林木

育種場旧庁舎保存・活用事業の事業者の選定

結果について、公民館・情報図書館・スポーツ

施設長寿命化計画について報告がありました。

  また、企画政策部からは、江別市生涯活躍の

まち整備事業、第２期江別市まち・ひと・しごと

創生総合戦略について、総務部からは、旧江別

市農村環境改善センターの売却についてなど

の報告があり、引き続き、コロナ禍における感

染防止対策を取りながら、委員会を開催しまし

た。

▶ 生活福祉常任委員会
  当委員会では、健康福祉部から新型コロナ

ウイルスワクチン接種事業について報告を受

け、事業概要や国・都道府県・市町村の役割、接

種順位や市の対応状況等について質疑を行い

▲江別市議会広報広聴委員会　◎委員長 内山 祥弘　○副委員長 徳田 哲

●委員　石田 武史、稲守 耕司、猪股 美香、奥野 妙子、清水 直幸、高橋 典子、芳賀 理己


